
令和３年度学校評価アンケート結果考察 
 

・回  答 ：保護者１１６人    生徒１２８人   

・質問項目 ：保護者３７項目    生徒３４項目 

A よくあてはまる     B ややあてはまる 

C あまりあてはまらない  D まったくあてはまらない 

E わからない                     により実施 

 

※今年度より紙媒体での回答から、「Microsoft forms」による回答へと変更した 

 

＜保護者＞ 

◆全体の結果 

  ・ＡＢ評価の割合が８０％以上で、 

ＣＤ評価の割合は極めて低いことに 

大きな変化はない。 

 

◆成果 

 ①コロナ対策・生徒の安全最優先の学校計画が評価されている 

   ・【項目７】Ａ評価が７１％（昨年度６１％）と全項目の中で最も高い（ＡＢ評価９７％も同様） 

    ・【項目２８】ＡＢ評価が９０％と高い評価（ＣＤ評価が１％） 
 

 ②すぐメールの効果的な活用がなされている【項目１１】 

   ・継続的に高い評価（ＡＢ評価９５％以上）を得ている 

 

◆課題 

  ①「子どもが喜んで学校に行っている」と感じない保護者の存在【項目３】 

    ・ＣＤ評価が１０％と全項目の中で最も高い 
 

  ②「校外における生徒のマナーや振る舞い」に課題あり【項目３４】 

    ・Ａ評価が全項目中最低の３２％（今回、Ｂ評価がＡ評価を上回った） 
 

 ③教職員の働き方改革への理解が低い【項目１８】 

  ・ＡＢ評価が全項目の中で最低（６８％）であり、毎年他の項目と比較して評価が低い 

     →「分からない」が３割と突出して高く、取り組みの内容が伝わっていないといえる 
 

 ④コロナ禍における地域外との連携・広報活動のあり方について 

    ・ボランティア活動【項目３１】、地域に向けた広報活動【項目３２】、清掃活動や地域活動 

への参加【項目３３】など、地域連携についてのＡＢ評価が平均より１０％以上低い 

Ａ評価も３０％後半となっており、過去２年と比べて低下 

→コロナ禍においてどのような連携活動が可能か検討の余地あり 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ ＡＢ割合 ＣＤ割合

R３ 46% 38% 3% 0% 13% 84% 3%

R２ 49% 35% 3% 0% 9% 83% 4%

Ｒ元 45% 36% 4% 1% 11% 81% 5%



＜生徒＞ 

◆全体の結果 
  ・ＡＢ評価が９０％に達し、昨年度と 

比較して平均１０％以上上昇した 

・ＣＤ評価も低下した 

・この２年間で生徒の評価が高まってきている 

 

◆成果 

 ①コロナ対策・生徒の安全最優先の学校計画が評価されている【項目２４】 

・ＡＢ評価が９８％と全項目の中で最も高い評価（ＣＤ評価は０％） 

   ・Ａ評価が７３％（昨年度５４％）と大きく上昇 
 

 ②本校に入学できて良かったと思う生徒が非常に多い【項目２】 

   ・ＡＢ評価が９５％（Ａ評価も昨年度の４８％から６９％に大きく上昇） 
 

 ③教員の指導や対応について満足している生徒が多い 

・熱心な指導【項目７】、授業内容への信頼【項目８】などで９５％以上の高い評価 

 

◆課題 

 ①以下の３つの項目で、ＡＢ評価が８０％を下回った 

   ・【項目５】家庭で学校の話をする（全項目中ワーストの７５％） 

・【項目１３】教職員の働き方改革（全項目中ワースト２位の７７％） 

（※ただしＡ評価は年々上昇しており、前年度より２０％上昇） 

   ・【項目２７】活発な生徒会活動 

（※ただしＡ評価は年々上昇しており、前年度より１４％上昇） 
 

 ②以下の４つの項目で、ＣＤ評価が１０％以上となった 

   ・【項目４】学校からの連絡文書を家庭に届ける（ここ３年間改善なし） 

   ・【項目３２】校外でのマナーや社会常識をわきまえた行動（ＣＤ評価ワースト２位） 

          （徐々に改善されてはいるが、２年連続で１３％の生徒がＣＤ評価） 

   ・【項目２８】清掃が行き届いている 

（※ただしＡ評価は年々上昇しており、前年度より１７％上昇） 

   ・【項目５】家庭で学校の話をする（２０～３０％で推移、ＣＤ評価ワースト） 
 

 
 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ ＡＢ割合 ＣＤ割合

R３ 59% 31% 5% 1% 4% 90% 6%

R２ 45% 34% 8% 1% 10% 79% 10%

Ｒ元 30% 44% 10% 2% 14% 74% 12%


